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• 19５4 猫てんかんで全滅の新聞報道

• 1956 5月脳症患者4名の報告（公式確認）

• 同年8月 熊本大学「水俣奇病研究班」調査開始

同年11月 ある種の重金属汚染魚類が原因と発表

1958 水俣湾→水俣川へ排水口の変更→汚染拡散

1959 有機水銀説、細川一ネコ400号発症確認（公表せず）

• 19６1 武内忠男による胎児性水俣病の診定

• 1965 新潟で第二の水俣病発生

• 1968 原因物質はメチル水銀化合物と公式見解

公式確認から政府見解までの歴史
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排水口変更
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胎児に母親より
高い濃度で蓄積
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安 定 な 硫 化 水 銀 が 主 要 水 銀 で 、
メチル水銀0.05％未満(108 ｐｐｂ)
でMeHgの溶出率は0.1％

万 一 、 浚 渫 汚 泥 漏 出 が あ っ て も 、
水 俣 病 を 再 度 引 き 起 こ す リ ス ク は
低いと考える

水俣湾高濃度水銀
汚泥リスク

浚渫前の保存汚泥の
化学形態別水銀解析
（科研費）

MeHg%

TEM-EDX
エネルギー
分散型X線
分光法

XAFS
X線吸収
微細構造解析

C: 対照
M: 現在の水俣湾
（非浚渫）
P: 保存ヘドロ
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魚介類水銀：汚泥からのメチル水銀移行は低い

浚渫開始

浚渫終了

水俣湾や阿賀野川流域でAA生産停止後
魚介類の水銀濃度は急激に低下している

水俣湾魚類の水銀大量蓄積は、汚泥
中よりの直接移行と認められないと
報告された

AA
生産中止
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Muscle歯クジラ肉リスク THg MeHg
Se
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クジラ肉は
危険との報道！

健康調査で水俣病と同様な症状は観察されなかった 6
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水俣湾3Km2

1200ｋｍ2

排水口変更
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メチル水銀とセレンの魚介類蓄積とHg/Seモル比
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3.15 4.2

工場からは多量のメチル水銀に加え

セレンも流失し魚介類に蓄積 （新事実）

Hg/Seモル比
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研究のまとめ

• 保存臍帯を使った経時的・地域的メチル水銀曝露評価

• 水俣における出生性比の低下

• 成人と胎児性患者の脳傷害部位と症状の違い

• メチル水銀の脳・胎児への移行機序

• 水俣湾の高濃度水銀の健康リスク

• 歯クジラの健康リスク

• チッソの排水口変更と患者の拡散

• 水俣湾にセレンも流されていたという新事実
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